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る
。

ア

イ
ヌ

に

お
い

て

も、

復

讐
が
無
限
の

連
鎖
に

い

た
る

こ

と
は
な
い

よ

う
に

思
わ
れ
る

。

け
れ
ど

も
金
田
一

京
助

採
集
・

訳

「

ア

イ
ヌ

叙

事
詩

ー
ユ

ー

カ

ラ

ー
』

岩
波
文
庫

所
収
の

「

虎
杖

丸
（

い

た

ど

り
ま
る
）

の

曲
」

は
、

チ

ャ

シ

時
代
の

部
族

間
抗
争
の

復

讐
劇
で

あ

り、

復

讐
を

無
限

に

連
鎖

化
す
る

要
素
を

抱
え
て

い

る
。

ア

イ
ヌ

に

お

け
る

道
徳
の

退

廃
し

た

峙
代
と
も
云
わ
れ

る

所
以

で

あ
る

。

ロ

シ

ア

思

想
の

終
末
論
的

要
素
の

問
題

に
つ

い

て

元

春

智

裕

　
ロ

シ

ア

を

代
表
す
る

哲
学
者
ニ

コ

ラ

イ
・

ベ

ル

ジ
ャ

ー

エ

フ

2
八

七

四

ー
一

九
四

八
）

の

著
作
『
ロ

シ

ア

理
念
』

（
一

九

四
六
、

邦
訳
『
ロ

シ

ア

思
想
史
』

）

に

は

「

ロ

シ

ア

思
想
の

終
末
論

的
要
素
」

と
い

う
一

章
が

設
け
ら

れ
て

い

る
。

終
末
論
的
形
而
上

学
も
し

く
は

霊

的
終
末
論
を

志
向

す
る

ベ

ル

ジ

ャ

ー

エ

フ

に
と

り、

自
ら
の

思

想
的
源
泉
を
ロ

シ

ア

思

想
史

の

な

か

に

読
み

解
く
試
み
と

も
い

え
る

。

　
「

ヨ

ハ

ネ
黙

示
録
」

は

ロ

シ

ア

人

民
大
衆
の

問
や、

作

家
や
思
想

家
な

ど
の

知
識
人
階
級
に

お
い

て

も

大
き
な

役
割
を

果
た

し

て

き
た

。

同
じ

キ

リ

ス

ト

教
文
化
の

伝
統
に
根
ざ

し
て

お

り
な
が

ら
、

終
末
論
の

問
題
が

西

欧

思
想
よ

り
も
ロ

シ

ア

思
想
に

お
い

て

計
り
知
れ
な

い

地
歩
を
し

め

て

い

る

の

は
、

ロ

シ

ア

人
の

意
識
構
造
に

起

因
し

て

お

り
、

ロ

シ

ア

人
の

意
識

構
造
そ

の

も
の

が、

完
成
さ
れ

た

中
間
文
化
の

形
態
に

ほ

と
ん

と

適
応
せ

ず、

ま
た

ほ

と
ん

ど

愛
着
を
感
じ
な

い

た

め

で

あ
る

と
い

う
。

ま
た
、

終

末
論
的
精
神
が

ロ

シ

ア

の

教
会
分
裂
と

宗
派
活
動
で

演
じ
た

役
割
は

小
さ

く
な
い

。

ロ

シ

ア

の

教
会
分
裂
で

は
教

育
の

低
水
準
や

ロ

シ

ア

的
反

啓
蒙

主

義
が
少
な
か
ら
ぬ

役
割
を
演
じ
て

き
た

。

反
啓
蒙
主

義
者
の

祭
礼
と

儀

式
に

対
す
る

尊
敬
の

念
が
ロ

シ

ア

宗
教
生

活
の
一

つ

の

極
で

あ
る

と

す
れ

ば
、

も

う
一

つ

の

極
は

神
の

真
理

探
究

、

巡

礼
の

実
行

、

そ
し

て

熱
烈
な

終
末
論
的

意
識

傾
向
が

あ
っ

た
。

　
ベ

ル

ジ

ャ

ー

エ

フ

は
「
ド
ス

ト
エ

ー

フ

ス

キ
イ
の

世
界
観
」

二

九
二

三
）

の

中
で

「

ロ

シ

ア

人
は
黙
示

録
主

義
者
か

虚
無
主

義
者
で

あ
る
」

と

述
べ

て

い

る
。

こ

の．
言

葉
は、

ベ

ル

ジ
ャ

ー

エ

フ

自
身
が

引
用
す
る

よ

う

に
、

例
え
ば

文
化
哲
学
者
の

オ
ド
ヴ
ァ

ル

ト
・

シ
ュ

ペ

ン

グ

ラ

ー

が

「

ロ

シ

ア

人

と
は

占
代
に

対
す
る
黙
示

録
的
反
抗
で

あ
る
」

と

述
べ

る

の

と

相

通
じ
る

見
解
で

あ
り、

ロ

シ

ア

人
が

そ

の

形
而
上

学
的
本
質
と

世
界
的
召

命
と
に

基
づ

い

て

終
末
の

民
で

あ
る

こ

と
を

意
味
す
る

。

ベ

ル

ジ

ャ

ー

エ

フ

は

自
ら
の

歴

史
哲
学
研
究
の

モ

チ

ー

フ

と

し
て

再
＝ ．

、

こ

の

テ
ー

マ

を

取
り
上

げ
て

い

る
。

　
ロ

シ

ア

の

宗
教
哲
学
的
思

惟
は

、

と

く
に

カ

ト
リ

ッ

ク

思
想
に

影
響
さ

れ
て

い

る

西
欧

的
思

惟
よ
り
も
終

末
論
的
で

あ
る

。

し

た
が

っ

て

ロ

シ

ア

的
思

惟
は

な

お

さ
ら

歴
史

哲
学
の

諸
問
題
に

興
味
を

示
す。

ロ

シ

ア

の

思

想
は
、

十
九
世

紀
に

お

い

て
、

と

く
に

歴
史
哲
学
の

諸
問
題
を

取
り
上

げ

た
。

歴

史
哲
学
を

構
成
し

よ

う
と

努
力
す
る

う
ち
に
、

ロ

シ

ア

の

国
民
意

識
が
つ

く
ら

れ

て

い

っ

た
。

ロ

シ

ア

の

精
神
的
関
心
の

中
心
と

な
っ

た

も

の

が
、

ス

ラ

ヴ

派
と

西
欧
派
の

あ
ら

そ

い

で

あ
り、

ロ

シ

ア

と
ヨ

ー

ロ

ッ

パ
、

東
と

西
を
め

ぐ
っ

て

の

論
争
で

あ
っ

た

こ

と
は

偶
然
で

は

な
い
。

チ

ャ

ー

ダ

ー
エ

フ

と
ス

ラ

ヴ

派
は
ロ

シ

ア

の

思

想
を
こ

う
し
た

問
題
に

向
か

わ
せ

た
．

彼
ら
に

と
っ

て

は
、

ロ

シ

ア

と

そ
の

歴
史
的

使
命
の

な
ぞ
は
、

実
に

歴

史
哲
学
の

な

ぞ

で

あ
っ

た
。

宗
教
的
な
歴
史
哲
学
の

形
成
こ

そ、
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ロ

シ

ア

の

哲
学
的
思
想
の

本
来
の

使
命
で

あ
る

よ

う
に

見
え
る

。

根
源
的

な
ロ

シ

ア

思
想
は

終
末
論
的
な
諸
問
題

に

向
か
い

、

黙
示
録
的

色
彩
を
帯

び
て

い

る
。

こ

こ

に

そ
の

西

欧
思

想
に

対
し

て

異
色

を
な

す
も
の

が

あ

り、

ま
た
こ

れ

こ

そ
ロ

シ

ア

思
想
に

な

に
よ

り
も

宗
教
的．
歴

史
哲
学
の

性

格
を

与
え
る
。

　

十
九

邑
紀
末
期
の

ロ

シ

ア

で

は

黙
示
録
的
な
精
神
状
態
が

発
達
し

た
。

そ
れ

は

世
界
の

終
末
と

反
キ

リ
ス

ト
の

出
現
と

い

う
よ

う
な

悲

観
論
の

色

彩
を

帯
び
た

意
識
と

結
び

つ

い

た
。

人
々

は

新
し

い

キ

リ

ス

ト

教
の

時
代

や
神
の

国
の

到
来
よ

り
も、

む
し
ろ

反
キ
リ
ス

ト

の

国
の

到
来
を

予
期
し

て

い

た
。

ベ

ル

ジ

ャ

ー

エ

フ

が
当
時
の

終
末
論
的
な

思
想
家
と

し
て

注
目

す
る

の

は
、

ド
ス

ト
エ

ー

フ

ス

キ

イ、

ト
ル

ス

ト

イ
、

ウ

ラ

ジ
ミ

ー

ル
・

ソ

ロ

ヴ
イ

ヨ

ー

フ
、

フ

ヨ

ー

ド
ロ

フ
、

へ

ー

ゲ
ル

左

派
の

ポ

ー

ラ

ン

ド
の

哲
学
者
チ
ュ

ジ
ェ

フ

ス

キ

ー

な
ど

で

あ
る

。

特
に

ド

ス

ト
エ

ー

フ

ス

キ
イ

は

ニ

ー

チ
ェ

や
キ・
ユ

ル

ケ
ゴ

ー
ル

と

並
ん
で
、

十
九

世
紀
に

お

け
る

悲
劇

の

啓
示
者
で

あ
る

。

彼
の

創
作
活
動
は
、

た

だ
究
極
の

も
の
、

終
末
を
め

ざ
す
も
の

だ

け
に

関
心
を
持
ち、

徹
頭
徹
尾

終
末
論
的
で

あ
り、

他
の

い

ず
れ

の

ロ

シ

ア

作
家
よ
り
も
予、
言

者
的
要
素
が
強
く
み
と

め

ら
れ
る

。

ラ

イ
ン

ホ

ー

ル

ド
・

二

ー
バ

ー

の

現
実
主

義

澤

　
井

　
治
　
郎

　

本
発

表
は
、

二

〇
世
紀
中
葉
の

ア

メ

リ

カ

に

お
い

て

活
躍
し、

現

代
の

最
も

有

名
な

神
学
者

、

あ
る

い

は

公

共
の

神
学

者

ε
⊆

三
δ

曄
Φ

o
δ
oq
甲

p
⇒）

と
い

わ

れ
た

ラ

イ

ン

ホ

ー

ル

ド
・

ニ

ー

バ

ー

（
カ
 

冒
ケ
o

氤

客
δ
げ

o
げ
「

一

八

九
ニ

ー
一

九
七
一
）

の

宗
教
思
想
の

中
か
ら、

特
に

彼
の

思

想
を

特

徴
づ

け
る

現

実
主

義
を

巡
る

議
論
を

取
り
あ

げ、

そ
の

農

開
を

明
ら
か

に

し
よ

う
と

す
る
も
の

で

あ
る

。

彼
は

、

「

キ
リ

ス

ト

教
的

現
実
ギ

義
」

（
O
サ

ユ
ω

鉱
曽

ゴ

話

售
り゚

ヨ）

と
い

う
キ

リ

ス

ト
教
神

学
に

お
け
る

思
想
潮

流

の

代
表
的
人

物
と
し

て

知
ら

れ
、

そ
の

思

想
は

多
く
の

政

治
家

、

政
治
学

者
に

大
き
な

影
響
を

与
え
た

と

い

わ

れ

て

い

る
。

二

i
バ

ー

は

第
二

次
大

戦
の

終
結
が

近
づ

く
と
、

彼
の

現
実
主

義
の

立

場
か
ら

、

ソ

連
の

共
産
主

義
を

意
識
し

な
が
ら

、

民
主
主

義
の

擁
護
や

国

際
関

係
に

お

け
る

力
の

均

衡
論
を

提
唱
す
る

よ

う
に

な
る

。

後
に

対
ソ

冷
戦
構

造
の

イ

デ
オ
ロ

ー

グ

な
ど

と

言
わ

れ

る

よ

う
に

な
る

の

は

そ
の

所
以
で

あ
る

。

本
発
表
で

は
、

そ
の

前
段
階
に

あ
た

る

初
期
か
ら
の

戦
時
中
ま
で

の

現
実
主

義
を
巡
る

議

論、

さ
ら

に

彼
の

「

キ

リ
ス

ト
教
現
実
主

義
」

の

根
幹
を

成
す
彼
の

人
間

理
解
を

概
観
し

、

彼
の

現
実
卞

義
の

議
論
全

体
を

再
解
釈
す
る
足
が
か
り

と

し
た

い
。

　
ニ

ー

バ

ー

に

よ

れ
ば

現
実．
主
義
と

い

う
語
の

基
本
的
な
意
味
は、

特
定

の

確
立

さ

れ

た

基

準
に

と

ら
わ

れ
ず、

社
会
的、

政
治
的
状
況
の

す
べ

て

の

要
素
を

考
慮
に

入
れ
る
態
度
で

あ
り、

さ
ら

に

は

理
想
主
義
は
社

会
的

な
現．
実
に

対
し

て

幻
想
を
抱
い

て

い

る

と
い

う
批
判
を
も
含
意

す
る

も
の

で

あ
る

。

し
か

し

な
が
ら

、

一

人
の

人
間
が
社
会
的、

政
治
的
状
況
を
解

釈
し
よ

う
と

す
る

際、

ほ
ぼ
不
可
避
的
に

そ
の

判
断
基．
準
が
媒

介
す
る

も

の

で

あ
る

。

ニ

ー

バ

ー

の

場
合

、

こ

れ
ま
で

の

研
究
が
指
摘
し
て

い

る

の

は、

彼
の

初
期
の

出
世
作
と

な
っ

た
『
道
徳
的
人
問
と
非
道
徳

的
社

会
』

（

｝

九
三

二

年）

の

頃
に

は

マ

ル

ク

ス

主

義
に
親

和
的
で

革
命
に

よ

る

社

会
の

変
容
に

多
く
を

期
待
し
て

い

た
が、

主
著
で

あ
る

「

人
間
の

本
性
と

そ
の

定
め
」

（
全
二

巻
、

一

九
四
一

1
　

九

四
三

年
）

の

頃
に

は

革
命
へ
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